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【手続補正書】
【提出日】平成25年7月12日(2013.7.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　埋込型医療機器であって、
　Ｌ－ラクチドとグリコリドとを含むコポリマーを含み、
　得られた前記コポリマーの結晶化度は、４０％以下であり、
　前記コポリマーは、約１ｍｏｌ％から約１０ｍｏｌ％のグリコリドを含み、
　前記コポリマーは、ポリ（Ｄ－ラクチド－コ－グリコリド）と混合されており、
　前記ポリ（Ｄ－ラクチド－コ－グリコリド）は、前記コポリマーと前記ポリ（Ｄ－ラク
チド－コ－グリコリド）の総重量に対して約２ｗｔ％～約１０ｗｔ％であり、
　前記ポリ（Ｄ－ラクチド－コ－グリコリド）は、約２ｍｏｌ％～約１０ｍｏｌ％のグリ
コリドを含む、
　埋込型医療機器。
【請求項２】
　前記コポリマーの前記結晶化度は、約１５ｗｔ％～約３５ｗｔ％である、
　請求項１に記載の埋込型医療機器。
【請求項３】
　前記コポリマーの前記結晶化度は、約２０ｗｔ％～約３０ｗｔ％である、
　請求項１または請求項２に記載の埋込型医療機器。
【請求項４】
　前記コポリマーは、前記グリコリドを約４ｍｏｌ％から約５ｍｏｌ％を含む、
　請求項１～請求項３のいずれかに記載の埋込型医療機器。
【請求項５】
　ステントを備える、
　請求項１～請求項４のいずれかに記載の埋込型医療機器。
【請求項６】
　ステントを製造する方法であって：
　Ｌ－ラクチドと第２のモノマーとを含むコポリマーを提供する工程であって、得られた
前記コポリマーの結晶化度は４０％以下であり、前記コポリマーは、約１ｍｏｌ％から約
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１０ｍｏｌ％のグリコリドを含み、前記コポリマーは、ポリ（Ｄ－ラクチド－コ－グリコ
リド）と混合されており、前記ポリ（Ｄ－ラクチド－コ－グリコリド）は前記コポリマー
と前記ポリ（Ｄ－ラクチド－コ－グリコリド）の総重量に対して約２ｗｔ％から約１０ｗ
ｔ％であり、前記ポリ（Ｄ－ラクチド－コ－グリコリド）は、約２ｍｏｌ％～約１０ｍｏ
ｌ％のグリコリドを含む、工程と；
　必要に応じて核形成剤を前記コポリマーに添加する工程と；
　前記コポリマーを押し出してチューブを成形する工程と；
　押し出した前記チューブにアニーリングを施す工程と；
　アニーリングを施した前記チューブを径方向、軸方向もしくは二軸方向、またはそれら
を任意に組み合わせた方向に拡張する工程と；
　拡張した前記チューブから埋込型医療機器を形成する工程を備える；
　ステントを製造する方法。
【請求項７】
　前記コポリマーに核形成材を添加する工程を備える、
　請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記核形成剤が、タルク、ケイ酸マグネシウム水和物、エチレンビス（１，２－ヒドロ
キシステアリルアミド）、ヒドロキシアパタイト、デカメチレンジカルボン酸ヒドラジド
、ジベンゾイルヒドラジド、フタル酸ジオクチル、乳酸エチル、クエン酸エステル類、乳
酸エステル類、ラクチドエステル類、リン酸トリフェニル、グリセリン、アセチン、ブチ
リン、および脂肪酸からなる群から選択される、
　請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記ポリマーの溶融体に核形成剤を添加せず、押出した前記チューブに前記ポリマーの
Ｔｇよりわずかに高い温度でアニーリングを施す、
　請求項６に記載の方法。
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